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（百万円未満切捨て） 
１．平成24年１月期第２四半期の連結業績（平成23年２月１日～平成23年７月31日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％ 百万円        ％

24年１月期第２四半期 3,549 △4.0 319 △9.5 222 △4.9 136 △3.0
23年１月期第２四半期 3,697  8.9 352  80.2 234 141.3 141  55.4

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

24年１月期第２四半期 8.63 ―
23年１月期第２四半期 8.89 ―

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

24年１月期第２四半期 30,392 7,805 25.7 492.30
23年１月期 30,698 7,722 25.2 487.05

(参考)自己資本 24年１月期第２四半期         7,805百万円 23年１月期         7,722百万円 

 
２．配当の状況 

 
年間配当金 

第 １ 四 半 期 末 第２四半期末 第 ３ 四 半 期 末 期  末 合  計 

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭

23年１月期 ― 2.50 ― 2.50 5.00
24年１月期 ― 2.50  

24年１月期 
(予想) 

 ― 2.50 5.00

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成24年１月期の連結業績予想（平成23年２月１日～平成24年１月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円         ％ 百万円       ％ 百万円          ％ 百万円        ％ 円   銭

通期 7,050   △5.1 490 △19.8 300 △19.5 170 △12.8 10.72

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：有 

 



 

 

４．その他  （詳細は、【添付資料】P.４「2.その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

 新規 ― 社 (社名 ) 、除外 ― 社 (社名 )

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 24年１月期２Ｑ 16,000,000株 23年１月期 16,000,000株

② 期末自己株式数 24年１月期２Ｑ 144,058株 23年１月期 143,605株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 24年１月期２Ｑ 15,856,452株 23年１月期２Ｑ 15,860,720株

 
※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 

この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点

において、四半期財務諸表に対する四半期レビュー手続きが実施中です。 

 

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
  上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後様々

な要因によって予想数値と異なる可能性があります。 

  なお、上記予想に関する事項は、添付資料３ページ「(3)連結業績予想に関する定性的情報」をご参照ください。 
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当第２四半期連結累計期間（平成23年２月1日～平成23年７月31日）におけるわが国経済は、緩やか
な回復基調が見られたものの、東日本大震災の影響を受け、厳しい経営環境となりました。その後、原
材料供給網等の復旧に伴い、生産や輸出が持ち直し、回復に向けた兆しが見えはじめておりますが、先
行きは予断を許さない状況にあります。 
 このような経済環境のなかで、当社グループは、各事業において競争力の強化を図るとともに、引き
続き積極的な営業活動を展開し、収益力の向上に努めてまいりました。 
 当第２四半期連結累計期間の成績は、売上高3,549,730千円と前年同期に比べ147,321千円（4.0％）
の減収となり、営業利益は319,166千円と前年同期に比べ33,631千円の減益、経常利益は222,791千円と
前年同期に比べ11,577千円の減益、四半期純利益は136,825千円と前年同期に比べ4,178千円の減益とな
りました。 
 経営成績をセグメント別でみると次のとおりであります。 
 なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準
第17号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基
準適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しておりますが、セグメント情報の区分は変更しており
ません。また、セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益に対応しております。 

  
（映画興行事業） 
 映画興行事業は、邦画作品では「ＧＡＮＴＺ」「ＳＰ 革命篇」「阪急電車」、洋画作品では「塔の
上のラプンツェル」「パイレーツ・オブ・カリビアン／生命の泉」「ハリー・ポッターと死の秘宝ＰＡ
ＲＴ２」などの話題作品を上映いたしました。 
 「ＯＳシネマズミント神戸」におきましては、宝塚歌劇団の花組東京宝塚劇場公演千秋楽「真飛聖ラ
ストデイ」の生中継や、「アンダルシア 女神の報復」の出演者による舞台挨拶を実施するなど、他館
との差別化を図り、より魅力ある施設づくりを目指してまいりました。さらに、社会貢献活動といたし
まして、引き続き「阪急阪神 未来のゆめ・まちプロジェクト」に参画し、特別上映会を実施いたしま
した。 
 売上高は1,259,163千円とほぼ前年同期並みとなりましたが、セグメント利益（営業利益）は61,602
千円と前年同期に比べ11,747千円の増益となりました。 

  
（不動産賃貸・販売事業）  
 不動産賃貸業界は、東京・大阪ビジネス地区とも、新規大型ビル竣工等の影響により依然として空室
率は高水準で推移し、賃料相場は弱含みの状況が続いております。本年７月末の空室率は、東京ビジネ
ス地区では8.8％、大阪ビジネス地区では11.6％と市況の回復には至っておりません。 
 不動産賃貸事業におきましては、当第２四半期連結会計期間末における保有ビルの稼働率は96.6％を
維持するものの、賃料改定による減額や退店による影響を受けました。 
 このような状況のなか、「ＯＳビル」において、競争力維持と他ビルとの差別化を図るため、環境と
景観に配慮した外装リノベーション工事を推進してまいりました。 
 不動産販売事業におきましては、分譲マンションの売上を計上しております。 
 売上高は1,530,146千円と前年同期に比べ159,635千円（9.4％）の減収となり、セグメント利益（営
業利益）は579,941千円と前年同期に比べ66,291千円の減益となりました。 
  

（ホテル事業） 
 大阪のホテル業界は、東日本大震災発生後、ビジネス需要の落ち込みやインバウンド（訪日旅行）の
減少により極めて厳しい状況となりましたが、６月に入り過度な自粛ムードが薄れ、緩やかながらも回
復傾向にあります。 
 このような状況のなか、「梅田ＯＳホテル」におきましては、引き続きインターネット販売に重点を
置き、市場ニーズの把握に努め、きめ細かな宿泊プランを提供し、収益の向上に注力してまいりまし
た。 
 売上高は300,852千円と前年同期に比べ307千円（0.1％）のわずかな減収となりましたが、セグメン
ト利益（営業利益）は22,228千円と前年同期に比べ6,084千円の増益となりました。 
  
（飲食事業） 
 飲食業界は、依然としてデフレ基調が継続し、東日本大震災発生後の外食自粛傾向などによる影響も
あり、低価格競争が熾烈を極める厳しい状況が継続しております。 
 このような状況のなか、飲食事業におきましては、より効率的な事業展開を推進するべく、店舗の強
化・立て直しを図るとともに諸経費の節減に留意し、収益の向上を目指してまいりました。 
 売上高は192,523千円と前年同期に比べ3,386千円(1.8％）の増収となり、セグメント利益（営業利
益）は2,190千円（前年同期は10,145千円の営業損失）となりました。 
  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報
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（その他事業） 
 その他事業におきましては、アミューズメント施設の「ナムコランド三宮店」が、身近な娯楽として
好調に稼働し、売上高は267,045千円と前年同期に比べ9,427千円（3.7％）の増収となり、セグメント
利益（営業利益）は37,290千円と前年同期に比べ9,136千円の増益となりました。 
  

①資産、負債及び純資産の状況 
当第２四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、前連結会計年度末と比較して総資産は

305,882千円の減少となりました。これは主に有形固定資産274,123千円の減少によるものであります。
 負債につきましては388,867千円の減少となりました。これは主に長期借入金134,068千円、未払消費
税等93,116千円、退職給付引当金76,243千円及び未払法人税等54,289千円の減少によるものでありま
す。 
 純資産につきましては82,985千円の増加となりました。これは主に利益剰余金97,184千円の増加によ
るものであります。 
  
②キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は422,576千円と
なり、前連結会計年度末に比べ4,998千円の増加となりました。当第２四半期連結累計期間における各
キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 
(営業活動によるキャッシュ・フロー) 

営業活動による資金の増加は297,842千円(前年同期の資金の増加は443,246千円)となりました。主な
増加要因は、減価償却費402,187千円及び税金等調整前四半期純利益226,951千円、主な減少要因は、法
人税等の支払額124,232千円及び未払消費税等の減少額93,116千円であります。 
(投資活動によるキャッシュ・フロー) 

投資活動による資金の減少は102,034千円(前年同期の資金の減少は106,722千円)となりました。主な
要因は、有形固定資産の取得による支出104,134千円であります。 
(財務活動によるキャッシュ・フロー) 

財務活動による資金の減少は190,809千円(前年同期の資金の減少は449,726千円)となりました。主な
増加要因は、短期・長期借入れによる収入1,605,000千円、主な減少要因は、短期・長期借入金の返済
による支出1,756,156千円であります。 

  

上半期の実績と下半期の予想を加えた通期連結業績予想は、主に不動産賃貸事業において、景気低
迷の長期化や周辺他社物件との競合等により、賃料収入が当初計画を下回ると予想しました。  
 以上の結果、平成23年３月18日の決算短信での数値を下回る見込みになり、通期連結業績予想を下
表のとおり修正いたします。 
  

平成24年１月期通期連結業績予想数値の修正(平成23年２月１日～平成24年１月31日) 

 
  

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり 
当期純利益

百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(Ａ) 7,380 545 345 190 11.98

今回発表予想(Ｂ) 7,050 490 300 170 10.72

増減額(Ｂ－Ａ) △330 △55 △45 △20 ―

増減率(％) △4.5 △10.1 △13.0 △10.5 ―

(ご参考)前期実績 
(平成23年１月期)

7,427 610 372 194 12.29
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 該当事項はありません。 

  

(簡便な会計処理) 

①一般債権の貸倒見積高の算定方法 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著しい変化 
 がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定してお 
 ります。 

②たな卸資産の評価方法 

 たな卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ正味売却価額 
 を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。 

③固定資産の減価償却費の算定方法 

 定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算 
 定する方法によっております。 

④繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法 

 繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、一 
 時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度において使用した将 
 来の業績予想やタックス・プランニングを利用する方法によっております。 

  

(四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理) 

  該当事項はありません。 

   

(会計処理基準に関する事項の変更) 

「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20
年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平
成20年３月31日）を適用しております。 
 なお、これによる損益に与える影響はありません。 

     

(表示方法の変更) 

四半期連結損益計算書 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸
表等の用語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内
閣府令第５号）の適用により、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利
益」の科目を表示しております。 

  

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 422,576 417,577

売掛金 299,335 210,183

販売用不動産 952,311 1,016,378

商品 17,047 16,267

貯蔵品 1,294 1,667

前払費用 86,757 84,625

繰延税金資産 167,209 172,706

その他 17,602 23,188

貸倒引当金 △7,532 △10,648

流動資産合計 1,956,602 1,931,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 23,114,303 23,109,806

減価償却累計額 △11,932,146 △11,601,843

建物及び構築物（純額） 11,182,156 11,507,963

機械装置及び運搬具 352,745 342,725

減価償却累計額 △173,975 △161,732

機械装置及び運搬具（純額） 178,770 180,993

工具、器具及び備品 825,204 822,095

減価償却累計額 △644,014 △609,501

工具、器具及び備品（純額） 181,190 212,593

土地 15,295,016 15,295,016

建設仮勘定 85,309 －

有形固定資産合計 26,922,443 27,196,566

無形固定資産

ソフトウエア 62,976 85,886

その他 11,698 11,981

無形固定資産合計 74,674 97,867

投資その他の資産

投資有価証券 283,074 306,269

長期貸付金 675 2,775

長期前払費用 185,262 194,881

差入保証金 508,504 508,454

建設協力金 403,123 399,214

繰延税金資産 7,527 6,965

その他 20,854 21,232

貸倒引当金 △337 △1,387

投資その他の資産合計 1,408,684 1,438,404

固定資産合計 28,405,802 28,732,839

繰延資産

社債発行費 29,924 33,424

繰延資産合計 29,924 33,424

資産合計 30,392,329 30,698,211
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年７月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成23年１月31日)

負債の部

流動負債

買掛金 182,176 163,507

短期借入金 2,908,676 2,925,764

未払金 47,521 55,052

未払費用 272,742 251,486

未払法人税等 77,041 131,330

未払消費税等 47,349 140,466

賞与引当金 43,546 40,515

その他 210,677 251,414

流動負債合計 3,789,731 3,959,538

固定負債

社債 1,700,000 1,700,000

長期借入金 10,208,841 10,342,909

長期預り保証金 2,363,176 2,374,198

繰延税金負債 1,558,534 1,556,260

再評価に係る繰延税金負債 2,760,937 2,760,937

退職給付引当金 205,299 281,543

固定負債合計 18,796,789 19,015,849

負債合計 22,586,520 22,975,388

純資産の部

株主資本

資本金 800,000 800,000

資本剰余金 66,547 66,643

利益剰余金 3,977,525 3,880,341

自己株式 △90,788 △90,693

株主資本合計 4,753,283 4,656,291

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 18,057 32,064

土地再評価差額金 3,034,467 3,034,467

評価・換算差額等合計 3,052,524 3,066,531

純資産合計 7,805,808 7,722,823

負債純資産合計 30,392,329 30,698,211
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(2) 四半期連結損益計算書

【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
至 平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
至 平成23年７月31日)

売上高 3,697,052 3,549,730

売上原価 2,905,732 2,779,385

売上総利益 791,320 770,345

一般管理費 438,522 451,179

営業利益 352,798 319,166

営業外収益

受取利息 4,173 4,178

受取配当金 4,132 2,885

協賛金収入 2,857 3,047

その他 3,008 676

営業外収益合計 14,170 10,788

営業外費用

支払利息 111,537 98,274

その他 21,062 8,888

営業外費用合計 132,599 107,163

経常利益 234,369 222,791

特別利益

貸倒引当金戻入額 － 4,159

特別利益合計 － 4,159

特別損失

投資有価証券評価損 5,785 －

固定資産除却損 207 －

特別損失合計 5,993 －

税金等調整前四半期純利益 228,376 226,951

法人税、住民税及び事業税 45,861 73,343

法人税等調整額 41,510 16,782

法人税等合計 87,372 90,125

少数株主損益調整前四半期純利益 － 136,825

四半期純利益 141,003 136,825
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年２月１日
至 平成22年７月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年２月１日
至 平成23年７月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 228,376 226,951

減価償却費 425,577 402,187

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 △4,165

退職給付引当金の増減額（△は減少） △19,788 △76,243

受取利息及び受取配当金 △8,305 △7,064

支払利息 111,537 98,274

投資有価証券評価損益（△は益） 5,785 －

有形固定資産除却損 207 －

売上債権の増減額（△は増加） △46,298 △89,151

たな卸資産の増減額（△は増加） 140,601 63,658

長期前払費用の増減額（△は増加） 1,407 3,557

仕入債務の増減額（△は減少） △237,277 18,668

未払金及び未払費用の増減額（△は減少） △10,491 12,672

未払消費税等の増減額（△は減少） 45,388 △93,116

預り保証金の増減額（△は減少） △35,482 △11,022

その他 △38,698 △27,414

小計 562,535 517,793

利息及び配当金の受取額 4,475 3,157

利息の支払額 △112,864 △98,875

法人税等の支払額 △10,900 △124,232

営業活動によるキャッシュ・フロー 443,246 297,842

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △96,479 △104,134

その他 △10,243 2,100

投資活動によるキャッシュ・フロー △106,722 △102,034

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 120,000 240,000

短期借入金の返済による支出 △120,000 △192,000

長期借入れによる収入 1,365,000 1,365,000

長期借入金の返済による支出 △1,773,626 △1,564,156

自己株式の処分による収入 － 172

自己株式の取得による支出 △1,592 △364

配当金の支払額 △39,508 △39,462

財務活動によるキャッシュ・フロー △449,726 △190,809

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △113,202 4,998

現金及び現金同等物の期首残高 539,071 417,577

現金及び現金同等物の四半期末残高 425,869 422,576
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 該当事項はありません。 

  

（事業の種類別セグメント情報) 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年７月31日） 

 
(注) １ 事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。 

２ 各事業区分の主な事業内容は次のとおりであります。 

 
  

（所在地別セグメント情報) 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年７月31日） 

 在外連結子会社及び在外支店がないため記載を省略しております。 

  

（海外売上高) 

前第２四半期連結累計期間（自 平成22年２月１日 至 平成22年７月31日） 

 海外売上高がないため記載を省略しております。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

映画興行 
事業(千円)

不動産賃貸 
・販売事業 
(千円)

ホテル事業 
(千円)

飲食事業 
(千円)

その他事業 
(千円)

計(千円)
消去又は 
全社(千円)

連結(千円)

 売上高

 (1) 外部顧客に 
   対する売上高

1,259,355 1,689,782 301,160 189,136 257,618 3,697,052 ― 3,697,052

 (2) セグメント間の 
   内部売上高又は 
   振替高

― 83,247 ― 396 ― 83,644 (83,644) ─

計 1,259,355 1,773,029 301,160 189,533 257,618 3,780,696 (83,644) 3,697,052

 営業利益又は 
 営業損失(△)

49,855 646,233 16,144 △10,145 28,153 730,240 (377,442) 352,798

事業区分 主要事業内容

映画興行事業 映画興行、劇場内売店・広告

不動産賃貸・販売事業 不動産賃貸、土地・建物の売買及び仲介、ビル総合管理

ホテル事業 ホテル、ホテル内売店

飲食事業 飲食店

その他事業 遊戯場
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（セグメント情報） 

１ 報告セグメントの概要  

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能で
あり、取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっ
ているものであります。 
当社グループは主に各種サービスの事業内容ごとに「映画興行事業」「不動産賃貸・販売事業」「ホ

テル事業」「飲食事業」「その他事業」を報告セグメントとしております。 
「映画興行事業」は、映画興行及び劇場内売店等の運営を行っております。「不動産賃貸・販売事

業」は不動産の賃貸、土地・建物の売買及び仲介、施設管理等を行っております。「ホテル事業」はホ
テルの経営等を行っております。「飲食事業」は飲食店の経営を行っております。「その他事業」はア
ミューズメント施設の経営を行っております。 

  

２ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年２月１日  至  平成23年７月31日) 

 
(注) １．セグメント利益の調整額△384,087千円には、セグメント間取引消去△779千円、各報告セグメントに配分し

ていない全社費用△383,308千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般

管理費であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

  

（追加情報） 

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号
平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指
針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。 

  

 該当事項はありません。 

  

(単位：千円)

映画興行 

事業

不動産賃貸 

・販売事業
ホテル事業 飲食事業 その他事業 計

調整額 

（注１)

四半期連 

結損益計 

算書計上 

額(注２)

売上高

（1）外部顧客への 
   売上高

1,259,163 1,530,146 300,852 192,523 267,045 3,549,730 ― 3,549,730

（2）セグメント間の内部 
   売上高又は振替高

― 89,547 ― ― ― 89,547 △89,547 ―

計 1,259,163 1,619,693 300,852 192,523 267,045 3,639,278 △89,547 3,549,730

セグメント利益 61,602 579,941 22,228 2,190 37,290 703,254 △384,087 319,166

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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